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月
の
訣
け
・
方
ご
傾
き
方

東
京
委
縮
手
古
川
龍
城

　
月
は
一
般
の
昏
々
が
観
望
す
る
に
恰
好
の
天
匿
で
、
太
陽
の
や
う
に

睡
ぶ
し
く
は
な
く
、
惑
星
の
や
う
に
微
か
で
な
く
、
安
物
の
墜
眼
鏡
の

一
挺
も
あ
れ
ば
、
月
面
圖
を
側
に
お
い
て
、
噴
火
ロ
ミ
か
，
海
（
所
謂
）

－
こ
か
“
、
い
く
ら
で
も
容
易
く
見
え
る
し
、
叉
惑
星
や
恒
星
の
や
う
に

目
を
皿
に
し
て
探
さ
な
く
て
も
、
闇
夜
で
さ
へ
な
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
目

の
前
に
嫌
が
磨
で
も
、
あ
た
り
の
星
光
を
蔑
視
し
つ
、
、
輝
や
か
に
下

界
を
傭
下
し
て
み
る
の
か
，
す
ぐ
目
に
着
．
く
で
は
な
い
か
。
中
に
は
月

の
や
う
な
有
り
ふ
れ
弛
も
の
は
珍
ら
し
く
な
い
噛
こ
忌
避
す
る
人
も
あ
ら

う
が
、
そ
ん
な
ら
そ
の
人
は
・
こ
れ
だ
け
月
石
墨
を
研
究
し
た
か
承
は
り

た
い
も
の
だ
。

　
月
は
李
凡
な
も
の
ε
な
り
お
ほ
せ
た
か
、
そ
れ
は
知
ら
な
い
が
、
そ

れ
で
も
仔
細
に
月
の
蓮
池
－
こ
か
、
叉
そ
の
訣
け
方
－
こ
か
、
月
面
の
歌
態

噛
こ
か
を
聞
き
及
ぶ
一
こ
，
な
る
ほ
「
ご
月
の
研
究
も
萬
更
で
も
な
い
ε
、
俄

か
に
患
ひ
立
っ
て
斐
眼
鏡
を
取
る
人
も
あ
れ
ば
、
天
文
書
の
第
何
章
月

の
部
を
は
ぐ
り
出
す
人
も
出
て
來
る
だ
ら
う
．
）

　
今
本
題
の
月
の
映
け
方
ざ
、
傾
き
方
の
研
究
に
少
々
ば
か
り
興
味
を

持
ち
出
し
た
の
は
「
天
文
月
報
」
第
五
巻
第
八
號
（
大
正
元
年
十
一
旦
襲

行
）
に
某
悼
士
が
「
書
家
の
観
た
月
」
囑
こ
い
．
ρ
題
で
次
の
、
、
さ
い
き
記
事
を

掲
載
せ
ら
れ
た
の
を
讃
ん
で
か
ら
だ
．
、

　
　
同
じ
月
で
も
入
々
に
よ
り
様
々
に
見
え
る
も
の
か
。
古
來
檜
露
の

　
上
一
－
現
は
れ
た
月
に
は
我
．
か
輩
か
ら
見
る
ミ
頗
る
珍
妙
な
の
が
少
な

　
く
な
い
。
こ
れ
は
西
洋
で
も
そ
の
例
に
乏
し
く
な
い
，
こ
い
ふ
が
、
現

　
に
當
今
上
野
で
開
催
中
の
文
部
省
第
六
回
美
術
展
覧
會
で
も
記
者
は

　
そ
の
例
を
登
見
し
山
．
そ
れ
は
日
本
書
の
第
二
部
で
木
島
櫻
谷
氏
筆

　
「
寒
月
」
で
あ
ろ
。
こ
れ
は
現
今
直
島
の
最
高
賞
－
こ
な
っ
て
み
る
二
等

　
嘗
（
を
受
け
、
然
も
首
席
を
占
め
て
み
る
の
で
著
る
し
く
眼
に
着
く
。

　
そ
こ
で
記
者
は
遠
慮
な
く
愚
答
葱
評
す
る
こ
・
・
Σ
し
た
。

　
　
先
づ
第
一
に
此
［
，
月
」
の
峡
け
方
が
圓
の
弧
を
な
し
て
み
る
が
、
こ

　
れ
は
天
文
の
方
か
ら
い
へ
ば
理
屈
に
合
は
な
い
．
．
凡
そ
月
の
二
け
た

　
側
は
楕
圓
に
な
る
こ
．
こ
は
初
歩
天
交
學
の
教
へ
る
慮
で
あ
る
・
、

　
　
叉
更
に
此
「
月
」
に
依
っ
て
此
圖
景
の
場
所
を
制
定
し
て
見
る
．
、
先

　
づ
斜
月
の
形
か
ら
推
し
て
見
る
一
こ
月
齢
二
十
一
日
頃
で
あ
る
Q
因
て

　
太
陽
－
こ
の
角
距
離
は
百
〇
四
度
位
で
あ
る
、
、
叉
こ
れ
は
無
論
冬
季
で

　
あ
る
こ
ミ
か
ら
し
て
月
の
天
に
於
け
る
位
置
は
秋
分
鮎
附
近
で
あ
る

　
こ
噴
こ
が
わ
か
る
。
而
し
て
月
の
訣
け
た
南
端
部
ち
角
を
拮
ぶ
線
は
黄

　
道
に
直
角
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，
玉
総
に
於
い
て
黄
道
を
地
軍

　
線
（
書
の
縁
に
李
行
ミ
見
傲
す
）
Σ
の
角
は
約
二
十
八
度
で
あ
る
．
、
そ

　
し
て
こ
の
向
合
に
於
い
て
月
が
地
李
線
に
近
い
か
ら
し
て
練
べ
て
李

（
七
）
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画
こ
し
て
取
扱
ふ
こ
ざ
に
し
、
天
の
赤
道
が
地
李
線
ε
な
す
角
を
出

　
す
た
め
二
十
八
度
か
ら
黄
道
赤
道
の
斜
角
二
十
三
度
を
減
じ
て
五
度

　
を
得
る
。
こ
れ
を
夏
に
九
十
度
か
ら
減
じ
た
も
の
帥
ち
八
十
五
度
が

　
動
地
の
緯
度
ε
な
る
課
で
あ
る
。
S
こ
ろ
が
植
物
墨
者
に
焼
い
て
見

　
る
ε
此
の
如
き
高
緯
度
の
地
に
は
此
書
の
背
景
の
如
く
竹
類
は
襲
生

　
せ
ぬ
趣
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
此
諮
の
主
題
た
る
「
月
」
ε
背
景
ざ
は
矛

　
盾
し
て
居
る
こ
ε
に
な
る
。
そ
れ
で
筆
者
の
意
は
無
論
緯
度
の
低
き

　
日
本
に
於
い
て
の
景
を
描
か
れ
た
も
の
故
、
月
の
翌
冬
を
結
ぶ
線
を

　
ば
殆
ん
さ
卒
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
月
月
は
書
家
自
身
は
勿
論
、
審

　
査
員
及
び
公
衆
の
大
部
が
氣
付
か
れ
ぬ
こ
・
こ
で
あ
る
か
ら
敢
へ
て
誉

　
め
立
て
す
る
の
は
酷
か
も
知
れ
ぬ
が
、
し
か
し
假
令
技
工
に
於
い
て

　
成
功
し
た
り
ε
も
大
自
然
の
眼
か
ら
観
て
可
笑
き
様
な
自
家
撞
若
が

　
あ
っ
て
は
調
和
を
以
て
生
命
マ
」
す
る
虚
語
の
精
神
に
副
ふ
ま
い
ε
思

　
ふ
Q
此
の
如
き
事
は
や
が
て
科
學
思
想
普
及
の
急
務
た
る
を
謹
す
る

　
も
の
で
、
つ
ま
り
吾
々
の
過
去
に
於
け
る
無
能
肯
く
は
微
力
の
罪
に

　
曝
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
妄
評
多
罪
。

　
自
分
は
こ
の
↓
文
に
頗
る
興
味
を
感
じ
て
、
そ
れ
か
ら
は
始
終
絵
葉

書
屋
の
店
頭
な
，
ご
を
探
し
て
は
三
日
月
や
弓
張
月
の
あ
る
も
の
を
買
ひ

集
め
、
彼
れ
此
れ
比
較
研
究
し
て
見
る
一
こ
、
大
概
は
一
寸
見
て
も
間
違

ひ
で
あ
る
こ
ざ
が
制
明
す
る
。
そ
れ
は
そ
の
筈
だ
。
三
日
月
を
描
く
に

右
下
部
が
光
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
，
左
下
部
が
光
っ
て
ゐ

（
八
）

る
。
そ
れ
は
二
＋
七
、
八
口
（
陰
暦
の
）
の
月
が
夕
方
、
西
塞
に
見
え
る

の
で
な
く
、
曉
け
方
、
東
堺
に
出
る
の
で
あ
る
。

　
叉
幸
に
し
て
光
っ
た
部
分
に
間
蓮
ひ
が
な
く
て
も
、
三
日
月
が
あ
ま

り
立
ち
す
ぎ
て
み
た
り
、
明
暗
界
線
（
光
っ
た
部
分
ミ
暗
い
部
分
層
こ
の

境
界
線
）
が
前
記
の
文
章
に
も
あ
っ
た
如
く
楕
圓
を
な
さ
す
、
簡
軍
な

苦
界
で
す
ま
し
て
あ
る
、
見
に
く
い
恰
好
が
多
い
。
そ
こ
で
、
今
與
へ

ら
れ
た
年
月
日
、
及
び
時
刻
に
於
い
て
、
あ
る
土
地
で
見
る
月
の
傾
き

方
は
さ
う
し
て
計
算
す
る
か
を
蓮
べ
よ
う
ε
思
ふ
。

　
（
圃
）
　
先
つ
年
月
日
ε
時
刻
に
、
場
所
（
経
度
、
緯
度
の
知
れ
た
）
を

與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
二
）
　
次
ぎ
に
與
へ
ら
れ
た
時
刻
を
グ
リ
ニ
ツ
チ
李
均
太
陽
時
（
英

國
暦
を
使
ふ
場
合
）
を
見
出
し
、
そ
の
時
の
太
陽
く
』
月
，
こ
の
赤
経
、
赤

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

緯
（
從
っ
て
北
極
距
離
が
判
か
る
）
を
得
る
。

　
（
三
）
先
き
に
與
へ
ら
れ
た
時
刻
か
ら
其
の
地
の
地
方
恒
昆
時
を
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

算
し
、
叉
そ
れ
か
ら
，
其
の
時
の
太
陽
－
こ
月
ε
の
時
角
を
見
出
す
。

　
（
四
）
　
今
見
出
さ
れ
た
太
陽
電
、
月
こ
の
北
極
距
離
，
こ
博
角
か
ら
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

爾
天
艦
の
高
度
r
從
っ
て
天
頂
距
離
、
ε
方
位
角
，
し
を
誘
き
出
す
。

　
（
五
）
　
其
れ
か
ら
月
を
通
る
講
圏
・
こ
、
月
，
こ
太
腸
－
こ
を
結
ぶ
大
圓
，
こ

の
角
を
見
出
す
・
数
知
見
銀
線
ゆ
の
兜
慰
動
眼
み
か
か

ら
九
十
度
か
ら
今
求
め
た
舟
を
引
く
か
、
叉
は
其
の
角
か
ら
九
十
度
を

馴
け
ば
、
郎
ち
月
を
通
る
垂
込
ミ
、
尖
端
を
結
ぶ
線
－
こ
の
す
る
角
が
得
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ら
れ
る
。
今
吾
人
は
こ
れ
夕
求
め
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
五
段
の
手
数
を
経
て
初
め
て
、
月
の
傾
き
方
が
わ
か
る
の
で
あ

る
が
、
今
少
し
具
盟
的
に
述
べ
な
ほ
さ
う
Q

　
（
一
）
　
大
正
十
二
年
六
月
十
六
日
午
後
六
時
五
十
八
分
の
月
の
傾
き

を
東
京
で
知
ら
う
ミ
す
る
。
東
京
は
北
緯
三
十
五
度
三
十
九
分
、
東
経

九
時
十
九
分
で
あ
る
（
）

　
（
二
）
　
與
へ
ら
れ
た
時
刻
か
ら
九
時
間
を
引
き
去
り
、
グ
リ
ニ
ツ
チ

甲
均
太
陽
時
六
月
十
五
日
二
十
一
時
五
十
八
分
（
天
文
時
）
を
得
る
（
、
こ

の
時
の
太
陽
－
こ
月
ミ
の
赤
経
、
赤
緯
を
暦
か
ら
拾
ひ
出
す
ε
、

　
　
　
赤
経
　
　
　
　
　
　
　
赤
緯
　
　
　
　
　
　
北
極
距
離

　
太
陽
五
時
三
十
五
分
北
、
一
十
三
度
十
九
分
　
六
十
六
度
四
十
一
分

　
月
　
七
時
九
分
　
　
　
南
十
七
度
二
十
六
分
　
百
七
度
二
十
六
分

　
（
三
）
　
地
方
桓
星
時
は
英
暦
を
め
く
っ
て
少
し
計
算
す
れ
ば
（
そ
の

－

　　第it’

撃

累減
　
’

＼｝
＼、

_
篭
・
」
・
ド
…
・
．
■

T
　
〆
…

　
　
尉

方
法
は
長
く
な
る
か
ら
．
省
く
）
、
十
二
時
五

十
；
分
，
こ
出
る
。
そ
れ
か
ら
、
雨
天
罷
の

赤
纏
を
各
々
引
き
去
り
さ
へ
す
れ
ば
、
底

角
－
こ
し
て
、
太
陽
七
時
十
七
分
（
百
九
度

十
五
分
）
，
月
五
時
四
十
三
分
（
八
十
五
度

四
十
五
分
》
が
出
て
來
る
。

　
（
四
）
是
れ
ま
で
道
具
立
て
し
て
お
い

て
愈
々
計
算
に
取
軌
か
、
る
一
こ
言
っ
た
ε

こ
ろ
で
大
し
て
も
っ
か
し
い
こ
く
」
も
な
い
が
、
先
づ
第
一
圖
で
圓
が
或

る
地
の
子
午
線
、
0
が
地
球
、
N
が
北
で
、
島
が
南
ミ
す
る
。
P
プ
は

’
天
の
北
極
－
こ
南
極
、
z
は
天
頂
、
s
は
太
陽
逗
は
月
だ
。
す
る
ご

　
　
一
♂
H
斗
謬
㊦
爵
謎
類
「
阿
器

　
　
｝
．
竃
」
こ
㊦
　
　
　
、

　
　
へ
．
誤
、
7
2
1
1
芽
藻
心
）
尋
冶

　
　
卜
N
H
〕
ン
申
・
・
ご
　
　
　
、

　
　
一
二
－
き
。
1
（
洪
患
e
勝
藩
）

　
多
、
こ
で
太
陽
の
天
頂
距
離
へ
Z
S
ざ
一
方
位
角
（
P
Z
S
）
を
求
め
る
に

は
、
一
寸
球
面
三
角
法
の
式
を
借
り
て
來
て
レ

　
　
6
0
肌
N
エ
＝
o
o
も
・
N
℃
6
（
∀
。
・
弓
凱
十
。
・
ぎ
N
H
》
o
Q
一
昌
H
蛮
。
皇
N
一
♂

　
　
　
皿
ゴ
　
勺
N
算
　
　
　
　
丑
コ
　
N
一
回

　
　
　
十
目
旨
♂
　
　
　
　
　
巴
「
　
N
u
c

　
月
の
方
で
も
同
じ
く

　
　
o
c
。
・
苫
ウ
臼
1
1
0
c
決
一
》
8
亀
り
き
十
鵬
3
N
勺
脇
ぎ
一
〕
‘
8
．
N
一
リ
レ
R

　
　
　
巴
＝
　
ト
）
N
ζ
　
　
　
胤
コ
　
N
H
ジ
自

　
　
　
巴
＝
鴫
言
　
　
　
　
斡
＝
　
ド
7
画

　
こ
の
四
つ
の
式
を
解
く
「
こ
．
孜
の
如
く
出
て
來
る
．
）

　
　
　
　
　
天
頂
距
離
　
　
　
　
　
方
位
角

　
大
陽
　
九
十
度
四
十
三
分
（
Z
S
）
六
十
度
七
分
（
角
P
Z
S
）

　
月
七
十
六
度
二
分
（
Z
M
）
六
十
七
度
二
十
四
分
（
角
p
z
厳
）

　
（
五
）
今
度
は
球
面
三
角
形
Z
M
S
に
於
い
て
角
Z
M
S
を
見
付
け

（
九
）
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さ
へ
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。
そ
れ
に
は
先
づ
虹
s
を
出
し
て
、
然
る
後
、

目
的
の
角
を
得
る
。

　
　
8
。
・
㌶
o
n
1
1
0
0
ω
N
竃
8
。
自
N
Q
D
十
目
冒
N
竃
。
・
冒
N
Q
Q
8
。
・
ω
N
言

　
　
　
。
ゆ
一
口
N
竃
ω
　
　
　
ロ
陰
ご
　
冨
N
Q
Q

　
　
　
。
。
ぽ
N
Q
o
　
　
　
　
忽
口
寓
Q
c

　
そ
こ
で
M
S
が
十
六
度
二
十
四
分
－
こ
出
，
角
が
Z
M
S
二
十
四
．
度
四

十
六
分
－
、
潔
蜆
は
れ
た
。

　
師
ち
太
陽
，
こ
月
¶
こ
を
結
ぶ
沢
下
S
M
が
、
月
を
通
る
垂
圏
Z
M
ξ
な

す
角
が
二
十
四
度
四
十
六
分
ε
な
る
。
し
か
る
に
月
の
尖
端
を
む
す
ぶ

線
（
詳
し
く
は
大
圓
）
は
S
M
に
垂
直
で
あ
る
か
ら
、
垂
圏
，
こ
な
る
角
は

第
二
圖
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
9
。
i
署
麩
1
1
①
“
。
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
こ
な
り
、
第
二
圖
の
如
き
傾
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
現
は
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
い
ふ
風
に
し
て
時
刻
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
こ
を
與
へ
ら
れ
る
一
こ
、
何
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
、
す
ぐ
に
月
の
傾
き
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
る
が
、
一
幅
の
白
面
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
そ
れ
を
描
い
た
土
地
ε
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
な
，
ご
は
判
か
ら
う
筈
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
そ
こ
は
常
識
で
推
察
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
る
。

（
一
〇
）

　
わ
か
り
切
っ
た
こ
ぐ
』
で
あ
る
が
、
月
の
尖
端
を
結
ぶ
線
は
、
い
つ
も

必
ず
、
月
ミ
太
陽
ε
を
結
ぶ
線
に
直
角
で
、
そ
し
て
光
っ
た
縁
邊
は
．
必

ず
、
太
陽
の
方
を
向
い
て
居
な
け
れ
ば
理
屈
に
合
ふ
も
の
で
は
な
い
Q

凡
河
内
躬
恒
の
歌
に

　
　
て
る
月
を
弓
張
り
ε
し
も
い
ふ
こ
ε
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
山
べ
を
さ
し
て
い
れ
ば
な
り
け
り
（
第
三
圖
）

　
第
三
圖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
こ
、
よ
く
こ
の
次
の
意
の
あ

画「
・
，
－
－
，
，
…
，
、

∠
　
る
を
了
解
し
て
も
ら
ひ
た
い

Z
　
そ
れ
に
何
事
ぞ
、
去
年
京
郡

　
　
の
糟
葉
書
店
で
見
付
け
て
來

，
猛
　
　
た
三
日
月
の
夕
景
色
に
第
四

　
　
圖
の
や
う
な
恰
好
の
月
が
怪

響
聾
藷
肛
鵜

血
　
　
ミ
、
太
陽
は
左
上
に
を
つ
て

　
　
未
だ
中
々
た
そ
が
れ
ぐ
」
は
な

　
　
ら
す
、
若
し
時
刻
が
た
て
ば

月
が
一
足
先
に
地
李
下
に
寂
滅
し
，
し
か
る
後
に
太
陽
が
跡
を
追
ふ
順

序
で
、
三
日
月
で
な
ぐ
二
十
七
、
八
日
（
陰
暦
）
の
月
だ
。
い
か
に
心
な

き
凡
愚
の
輩
の
手
に
な
っ
た
言
は
い
へ
、
鯨
り
の
馬
鹿
々
々
し
さ
に
涙

を
な
が
し
て
、
ひ
一
こ
り
笑
っ
た
。
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第
四
圖
　
　
　
　
　
　
　
次
に
は
月
の
形
を
論
じ
よ
う
。
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縁
邊
（
寓
ヨ
び
）
が
徳
論
で
あ
る
こ
ε
は
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
ひ
は
決
し
て
な
い
が
、
そ
の
明
証
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
（
件
Φ
同
H
P
口
P
幻
一
〇
N
）
が
楕
圓
（
上
弦
、
下
弦
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
は
直
線
）
で
あ
る
こ
ミ
は
、
前
の
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
月
報
の
記
事
に
も
あ
る
ミ
ほ
り
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
肩
月
ε
い
ふ
暗
黒
艦
が
太
陽
の
光
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
照
ら
さ
、
れ
た
場
合
、
丁
度
全
球
面
の

孚
分
は
光
り
、
孕
分
は
暗
い
鐸
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
境
界
線
は
大
圓
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
大
畠
を
満
月
の
S
き
は
正
面
か
ら
見
る
か
ら
，

そ
の
ま
、
の
圓
形
に
見
る
を
得
る
が
、
他
の
揚
合
は
稽
斜
め
に
見
る
か

ら
、
そ
れ
が
楕
圓
ミ
見
え
る
の
で
あ
る
。
但
し
上
下
弦
の
書
き
だ
け
は
，

丁
度
圓
の
牟
面
か
ら
望
む
に
よ
り
直
線
ぐ
』
な
り
、
新
月
の
ミ
き
は
満
月

ミ
同
じ
け
れ
さ
も
裏
側
か
ら
見
る
か
ら
噌
く
て
目
に
映
ぜ
す
、
日
蝕
の

ミ
き
の
み
、
太
陽
面
に
射
影
さ
れ
て
そ
の
嗜
い
か
け
に
見
え
る
こ
こ
は

入
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。

　
月
は
二
十
九
日
孕
で
太
陽
ε
の
關
係
的
位
置
が
一
週
す
る
か
ら
天
球

を
一
日
に
約
十
二
度
十
二
分
、
太
陽
に
激
し
て
東
進
す
る
。
そ
こ
で
前

の
六
月
＋
六
日
午
後
六
時
五
＋
八
分
頃
に
は
、
月
齢
↓
・
九
ミ
な
ら
う
か

ら
、
新
月
が
｝
日
九
だ
け
経
過
し
た
わ
け
で
、
太
陽
ミ
離
れ
る
こ
ミ

　
　
冒
。
置
、
×
H
．
㊤
H
b
っ
Q
ワ
。
諮
、
ミ
な
る

　
今
第
五
圖
に
於
い
て
s
の
方
向
に
太
陽
が
輝
き
、
E
を
地
球
の
位
置

0
を
中
心
ミ
す
る
圓
を
月
、
叉
O
P
を
月
の
孚
径
、
こ
す
る
。
そ
れ
か
ら

角
S
E
O
は
そ
の
ε
き
の
月
齢
に
相
當
す
る
太
陽
ミ
月
ミ
の
離
れ
た

角
で
あ
る
。
し
か
る
，
こ
き
、
太
陽
は
紙
の
上
方
か
ら
照
ら
す
に
よ
り
、

月
．
は
Q
o
p
の
上
部
が
輝
き
、
そ
の
下
部
は
暗
黒
で
あ
る
。
そ
の
ε
き

地
球
か
ら
は
O
E
の
方
向
か
ら
望
む
の
で
。
O
P
は
天
球
面
に
O
F
の

長
さ
に
な
っ
て
射
影
さ
れ
，
P
R
だ
け
光
る
こ
ε
に
な
る
。
さ
て

　
　
ト
ω
国
○
“
卜
ω
○
娼

で
あ
る
か
ら
o
P
の
長
さ
は

　
　
○
曳
挑
○
娼
8
切
卜
ω
○
鴫
”
○
噂
8
男
心
Q
e
圃
○

そ
れ
か
ら

　
　
○
℃
”
○
カ

で
、
そ
れ
は
月
の
要
急
で
あ
る
Q
つ
ま
り
光
る
部
分
R
F
は

　
　
男
憶
雑
○
菊
一
○
腫
1
1
0
閃
1
0
蜀
8
。
。
卜
Q
Q
国
○

月
の
牟
径
を
・
ざ
し
、
太
陽
－
し
月
ε
の
離
角
を
θ
ミ
す
れ
ば

　
　
男
圏
、
h
属
1
「
〔
O
ω
Φ

S
な
っ
て
、
求
め
る
月
の
尖
端
を
結
ぶ
線
に
直
角
な
そ
の
直
径
の
、
光
．

る
部
分
だ
け
の
長
さ
（
弧
）
を
知
る
こ
ミ
が
で
き
る
。
そ
し
て
帯
い
た
の

が
、
蘭
の
第
二
圖
で
あ
る
が
、
み
、
の
ご
き
の
明
疇
界
線
を
な
す
梧
圓
の

爾
軸
ば
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

　
　
即
慧
臣
縛

（
一
一
）



2鷲

第
五
圖

5

巳

　
爵
栂
旨
1
1
噌
－
岩
。
巴

　
こ
れ
で
終
り
だ
。

　
唯
最
後
に
一
言
し
た
い
の
は
、
薔
家

が
あ
る
地
で
あ
る
時
の
月
を
描
か
う
ε

し
た
ら
、
大
問
蓮
ひ
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
懸
天
文
二
者
の
計
算
を
煩
は
し
た
ら

よ
か
ら
う
ミ
思
ふ
。
そ
し
て
叉
心
掛
け

（
＝
一
）

R

T
σ

　
　
　
　
　
a

が
あ
っ
た
ら
、
以
上
の
計
算
ぐ
ら
ゐ
、
實
に
何
で
も
な
い
こ
ミ
で
あ
る

か
ら
、
自
ら
や
っ
て
も
よ
か
ら
う
。
藝
術
は
唯
小
分
を
現
は
す
だ
け
だ

か
ら
、
少
々
ぐ
ら
ゐ
旧
地
S
相
違
し
て
み
て
も
よ
い
ざ
圭
張
す
る
入
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
果
し
て
さ
う
だ
ら
う
か
。
實
際
ε
間
違
っ
た

景
色
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
、
其
れ
で
果
し
て
唄
般
の
人
々
に
美
的
観
念

が
起
き
て
來
る
も
の
か
、
甚
だ
心
元
な
い
こ
ε
で
あ
る
。
極
端
な
例
へ

だ
が
、
櫻
花
を
描
く
に
皆
野
辮
を
四
枚
に
し
て
．
か
い
た
ら
さ
ん
な
に
見

る
人
は
感
ず
る
だ
ら
う
か
。
叉
乞
田
の
花
を
す
べ
て
五
辮
に
か
い
た
ら

さ
ん
な
も
の
だ
ら
う
。
そ
れ
で
も
櫻
又
は
菓
の
花
ミ
思
へ
ば
よ
い
だ
ち

う
か
。
し
て
又
上
向
き
に
光
っ
た
月
で
も
．
、
三
日
月
ε
思
へ
ば
そ
れ
で

濟
む
だ
ら
う
か
。
そ
れ
を
し
も
許
容
す
る
や
う
な
人
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
異
常
な
知
豊
の
所
有
者
で
、
孚
狂
人
電
見
徹
し
て
差
支
へ
な
い
。

　
爾
、
月
の
蓮
動
－
こ
か
、
月
世
界
の
探
瞼
、
叉
は
月
に
關
す
る
傳
説
ε

か
、
月
夜
の
美
観
ε
か
、
書
ぎ
た
い
事
項
は
澤
山
あ
る
が
、
あ
．
ま
り
長

く
な
る
の
で
止
め
て
そ
れ
は
近
く
世
に
公
に
せ
ら
る
べ
き
拙
著
「
月
夜

に
憧
が
れ
て
」
に
す
べ
て
を
収
め
て
お
い
た
か
ら
、
就
い
て
一
讃
あ
ら

む
こ
S
を
希
望
す
る
Q

小
　
天
　
交
　
台

　
小
さ
な
望
歯
鏡
か
所
有
す
る
人
で
も
適
當
に
利
用
す
る
定
立
派
に
役
立
つ
も
の
で

あ
る
。
　
ニ
ユ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
グ
リ
グ
回
。
び
目
O
臨
び
q
㈹
氏
の
天
覧
台
ば
一
例
で
あ
る
が
．

備
品
に
次
の
通
り

　
　
　
ソ
イ
三
二
牛
蝋
遣
儀

　
　
太
陽
時
振
子
時
計
　
（
三
日
に
一
秒
ま
で
正
確
）

　
　
　
口
裡
一
二
四
分
ノ
↓
の
子
午
儀

　
　
恒
星
時
時
計
　
通
常
の
瞬
計

　
　
爲
眞
装
置
其
他
の
附
三
品
　
羊
製

　
　
位
置
　
東
律
一
七
中
浦
三
二
分
三
入
・
五
四
秒

　
　
　
　
　
南
緯
　
三
七
　
　
入
　
二
三
二
二

　
世
界
最
小
の
天
引
蔓
の
一
で
あ
ろ
う
が
其
れ
で
も
乱
立
や
子
午
儀
潜
有
し
ロ
律
匡

小
さ
い
が
器
械
ば
一
通
り
揃
う
て
居
み
。
又
経
緯
度
も
測
定
さ
れ
宛
名
潜
○
げ
ψ
Φ
凄

彗
。
屯
ヒ
呼
ん
で
居
る
。
此
の
三
層
孚
で
藪
箇
の
彗
星
が
予
見
さ
れ
カ
。


